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B-2ス ズ タケ植 生調 査

モ ミ,ツ ガの初期 生長 に大 きな影響 をお よぼ して いるスズ タケについて,そ の発生時期,生 長

状態をつかみ今後のモ ミ,ツ ガ天然更新補 助作業 の基礎資料 とす るため時期別刈払い試験を診 こ

なったo

プ ロツ トは5×5mを1プ ロツ トとし,そ の中心 の1×1mに つ いてス ズタケ生立本数,葉 重

(生,乾 重),葉 数,葉 面積 を調査測定する ことに した。プ ロツ トの配置は下図の通 りで ある。

刈払い時期 は冬1月 中旬,春4月 中旬,夏7月 中句,秋10月 中旬 とす る。

B-5天 然 更新 に関す る研 究

(1)植 生 調査(55林 班)

モ ミ,ソ ガの比較的 多数成立 してい る林 分に 巾4mの ベル トトランセク トで5木 設定 し(

1.4×83mli.4×851f`石.4×67m)ベ ル ト内に存在す る成木,稚 樹お よびスズ

タケ数 を調査 し謡置 図を作成 した○

モ ミ,ツ ガ 潅樹の発生 とスズタケ との閾係をみる と,モ ミ,ソ ガ稚樹 ぱスズタケが 多欧繁茂す

る ところてはほ とん どそ○発生 をみ ない○た とえ 母樹下で あっ》てもスズ タケ内で ぱ不可能 なよ う

てある。また,こ の調査 か ら広業樹 てはツゲ,カ エデ,ハ イノキ稚樹 もスズタケ内で はあま りみ

られない。 とくに ツゲ稚材 が多い ところにはモ ミ,ツ カ稚樹 も多 く発生 していろ・ スズ タケ内で

も多 くみ られ るものは,シ キ ミ,シ ラキで あったo

ま た,胸 高直径88σ ηのモ ミ大径木 を中心 に20×25m範 囲 内に発生す るモ ミ,ツ ガ稚村を

調査 してみる と,nf当 りでは材 冠投影部分 にあたる母樹か ら2～5皿 離れた位 置に多 く発生 して

いるo

② 伐根 論査(57林 班)

試 験地設定,昭 和47年2月



伐根か らモミ,ツ ガ天然林の成立過程を推定するため昭和46年 伐採の針広氾交林跡地に

20×20mを1プ ロットとするプロノトを6ケ 所設定し,屯 ミ,ツ ガ伐根について地上10c,r?

位における 年輪数誇 よび直径を測定し配置図を作成 した。

(5)モ ミ球果着生状態調査

モミの場合は球果着生痕跡が枝上に長期間残存することから,こ の痕跡をしらべることによっ

て結実年の推定 も可能であると考えられるため,そ の調査を齢こなった。

球=果憲生木 壌尋本についての調査結果を下表に示すo

これか ら古 い球果 の着 生痕跡 は少 ないので はっ きりしたこ とはわか らないが昭和55,55,

57,5g,41,45年 に 多いことか ら,モ ミ球県 の滋生 は霞年 ご とであろ うと碧われ るo壊

た,球 果 の着生 位は前年 枝であることか ら球 呆の豊年 は昭和54,56,58,40,42,

44年 と なる。

(4)根 系 調査

モ ミ・ ソガの根系状態 を講査す るため・樹高 約1mの モ ミ,ツ ガを撫 り取 り根のひ ろが り発達

状態,重 量測定を蔚 こなってい る。


